
令和６年(2024年)７月25日公表

１　調査結果

〔調査の概要〕
・ … 県内５地域（県北、県央、鹿行、県南、県西）ごとに50名、計250名。

・ … ３か月前と比較した現状及び３か月後の先行きの景気の判断（「良い」「やや良い」

「変わらない」「やや悪い」「悪い」の５択）とその判断理由（コメント）の回答を集計。

・ … 四半期（６、９、12、３月）毎に実施し、翌月公表。（今回調査期間:令和6年6月5日から20日まで）

・ … 96.0％〈250名中240名から回答〉

茨城県景気ウォッチャー調査結果（令和６年６月調査）

　茨城県では、本県の景気に関する生の情報を得るために、県民から景気の状況を３か月ごとにアン
ケート形式で情報収集する県独自の景気ウォッチャー調査を平成14年から行っています。
　この度、令和６年６月の調査結果がまとまりましたので、概要を以下のとおり公表します。

☆ここがポイント
～ 景気の判断DIは全地域で現状・先行きとも前回を下回った～

区分

景気現状判断DI 景気先行き判断DI ※DI(Diffusion Index)

景気動向を判断するた
めに使用される指標の１
つ。景気の方向性（景気
が上向きか下向きか）を
見るもの。

本調査では、回答を５
つの区分ごとに点数で表
し、その点数を回答構成
比（％）で乗じてDIを算
出している。

＜参考＞
DI値50超　：上向き
DI値50　　：横ばい
DI値50未満：下向き

○県全体の景気の判断DIは
前回調査から、現状は３期
ぶりに50を下回り、先行き
は２期ぶりに50を下回っ
た。

○地域別では、県西の現状
が前回調査を大きく下回っ
た。分野別では、雇用関連
の先行きが前回調査を大き
く下回った。

○ウォッチャーからは、物
価高や買控えに関するコメ
ントが多く寄せられた。

６月調査
結果

前回調査
との差

６月調査
結果

前回調査
との差

県全体 46.4 △4.5 48.0 △6.6 

県北 44.9 △2.9 45.9 △9.5 

県央 45.4 △2.5 48.0 △4.6 

鹿行 51.1 △1.1 46.2 △7.7 

県南 47.4 △0.9 49.0 △5.4 

調 査 客 体 数

調 査 内 容

調 査 時 期

回 答 率

県西 43.1 △14.7 51.1 △5.7 

景気の現状判断DIの推移（地域別）
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（地域区分） 県北地域：日立市、常陸太田市、高萩市、北茨城市、常陸大宮市、大子町

県央地域：水戸市、笠間市、ひたちなか市、那珂市、小美玉市、茨城町、大洗町、城里町、東海村

鹿行地域：鹿嶋市、潮来市、神栖市、行方市、鉾田市

県南地域：土浦市、石岡市、龍ケ崎市、取手市、牛久市、つくば市、守谷市、稲敷市、かすみがうら市、

つくばみらい市、美浦村、阿見町、河内町、利根町

県西地域：古河市、結城市、下妻市、常総市、筑西市、坂東市、桜川市、八千代町、五霞町、境町

(DI)

(月)
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（地域区分） 県北地域：日立市、常陸太田市、高萩市、北茨城市、常陸大宮市、大子町

県央地域：水戸市、笠間市、ひたちなか市、那珂市、小美玉市、茨城町、大洗町、城里町、東海村

鹿行地域：鹿嶋市、潮来市、神栖市、行方市、鉾田市

県南地域：土浦市、石岡市、龍ケ崎市、取手市、牛久市、つくば市、守谷市、稲敷市、かすみがうら市、

つくばみらい市、美浦村、阿見町、河内町、利根町

県西地域：古河市、結城市、下妻市、常総市、筑西市、坂東市、桜川市、八千代町、五霞町、境町

(DI)

(月)
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〈参考〉

現状判断回答構成比

先行き判断回答構成比

２　分野別の動向

（１）現状判断DI

 　家計動向関連DIは、前回調査より3.7ポイント低下し、７期ぶりに50を下回りました。

　 企業動向関連DIは、前回調査より5.4ポイント低下し、３期ぶりに50を下回りました。

　 雇用動向関連DIは、前回調査より6.4ポイント低下し、２期ぶりに50を下回りました。

　　　　　　調査年月
回答

令和５年 令和５年

良くなっている 8.7%　 2.5%　 5.1%　 2.6%　 3.8%　

令和５年 令和６年 令和６年

６月 ９月 12月 ３月 ６月

変わらない 32.0%　 44.5%　 48.9%　 46.1%　 45.0%　

やや良くなっている 37.8%　 25.2%　 23.6%　 26.3%　 17.5%　

悪くなっている 3.7%　 5.0%　 4.2%　 3.0%　 5.8%　

やや悪くなっている 17.8%　 22.7%　 18.1%　 22.0%　 27.9%　

６月

良くなっている 5.0%　 2.9%　 2.5%　 2.6%　 1.7%　

　　　　　　調査年月
回答

令和５年 令和５年 令和５年 令和６年 令和６年

６月 ９月 12月 ３月

変わらない 46.5%　 51.3%　 56.1%　 52.2%　 52.9%　

やや良くなっている 27.4%　 24.8%　 17.3%　 29.7%　 19.2%　

悪くなっている 2.1%　 3.4%　 3.8%　 0.9%　 4.2%　

やや悪くなっている 19.1%　 17.6%　 20.3%　 14.7%　 22.1%　

６月

合　計 57.5 49.4 51.8 50.9 46.4

　　　 　   調査年月
分野

令和５年 令和５年 令和５年 令和６年 令和６年

６月 ９月 12月 ３月

小売関連 58.6 47.4 43.9 48.6 43.3

家計動向関連 60.5 50.7 51.8 50.7 47.0

サービス関連 59.1 50.8 55.4 49.1 47.9

飲食関連 69.4 56.9 64.1 54.4 47.2

企業動向関連 54.1 47.0 53.3 50.3 44.9

住宅関連 63.9 59.4 55.6 68.8 63.9

製造業 55.9 45.5 53.8 45.0 37.5

農林水産業 46.9 40.6 50.0 53.6 56.3

雇用関連 47.4 48.8 46.3 53.8 47.4

非製造業 53.6 50.9 53.7 57.1 51.7
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（２）先行き判断DI

　 家計動向関連DIは、前回調査より7.8ポイント低下し、２期ぶりに50を下回りました。

　 企業動向関連DIは、前回調査より2.6ポイント低下し、２期ぶりに50を下回りました。

　 雇用動向関連DIは、前回調査より14.3ポイント低下し、２期ぶりに50を下回りました。

３月 ６月

合　計 53.5 51.6 48.6 54.6 48.0

景気の現状判断DIの推移（分野別）

　　　 　   調査年月
分野

令和５年 令和５年 令和５年 令和６年 令和６年

６月 ９月 12月

小売関連 53.0 45.6 46.1 51.8 43.8

家計動向関連 55.9 51.9 49.6 56.6 48.8

サービス関連 56.3 54.2 47.9 58.3 52.9

飲食関連 65.3 61.1 60.9 63.2 55.6

企業動向関連 49.0 51.6 46.7 51.3 48.7

住宅関連 52.8 59.4 63.9 62.5 38.9

製造業 50.0 53.2 43.1 49.4 49.4

農林水産業 43.8 53.1 50.0 50.0 56.3

雇用関連 52.6 48.8 48.8 53.8 39.5

非製造業 49.1 49.1 50.9 54.5 45.8

景気の先行き判断DIの推移（分野別）
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３　ウォッチャーのコメント抜粋

（１）県北地域

・

・

　

・

・

（２）県央地域

・

・

・

・

・

・

（求人広告）季節的な要因やコロナ禍の影響が落ち着いてきている状況下で、昨年同月時期と比較して
も広告出稿数は減っているため、やや悪くなっていると判断した。

（製造業(電気機械器具)）核融合関連や液晶・半導体製造装置関連において、注残が多い状況が継続し
ている。ただ、新規の受注案件が減っているため、やや悪くなっていると判断した。

②　先行き判断：　景気の先行き判断DIは45.9となりました。前回調査より9.5ポイント低下して、横ばい
を表す50を２期ぶりに下回りました。

①　現状判断： 　景気の現状判断DIは44.9となりました。前回調査より2.9ポイント低下して、横ばいを
表す50を２期連続で下回りました。

・

・

（スーパー銭湯）売上げ、集客の低下のため、悪くなっていると判断した。また、求職者の面接で、切
羽詰まった人が増えている。

（製造業(金属製品)）欧州のＥＶ販売の減速、中国での日系メーカー販売苦戦により、減少した売上げ
が戻ってきていない。また、自動車メーカーの不正問題が拡大しており、今後はその影響拡大が考えら
れるため、変わらないと判断した。

②　先行き判断：　景気の先行き判断DIは48.0となりました。前回調査より4.6ポイント低下して、横ばい
を表す50を２期ぶりに下回りました。

（レジャー施設）6月から定額減税が始まるため、従業員への周知説明をして回ったところ、減税分は貯
蓄に回すといった声が多数上がっている。

（公共職業安定所）60歳過ぎの求職者がかなり増えているが、求人は若年者対象が多い。しかし若年者
は県外流出が止まらず、慢性的人不足が続いているため、やや悪くなっていると判断する。

③　特徴的動き

（コンビニエンスストア）深夜のトラック便の数は相変わらず少なく、深夜の売上げに影響している。

（スーパー）訪日外国人の増加に伴い、コメ需要、特におにぎり需要が高まっているとの情報がある
が、昨年の米が不作で相場が1.8倍まで上がっている。新米の出る9月頃まで、この状況は続くと予想さ
れる。

①　現状判断： 　景気の現状判断DIは45.4となりました。前回調査より2.5ポイント低下して、横ばいを
表す50を２期連続で下回りました。

（商店街代表者）ここ2～3年の間に、値上げラッシュがありいろいろな物価が上がり、やっと落ち着い
てきたところだったが、ここにきて2024年の物流問題等で、また値上げが始まってしまった感がある。
数年前の価格の3～4割近く値上げとなってしまった商品も少なくない。物価高を強く感じるため、やや
悪くなっていると判断する。

（製造業(食料品)）予想通りの猛暑となれば、昨年同様に人流が減り外食は苦しいため、やや悪くなっ
ていると判断する。

③　特徴的動き

（金融業）市内中心部にはマンション建設が加速しており、郊外からの人口流入が見込まれるが、一方
郊外での人口減少が懸念される。

（公共職業安定所）昨年、新型コロナウイルスが5類へ移行したことを受け、ホテル・観光業では客足が
コロナ禍前に戻りつつあり、人手不足が顕著であるとの話が聞こえてくる。高齢の求職者が増加傾向に
あり、物価高騰の影響を受け、年金では生活が苦しいといった声も耳にする。
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（３）鹿行地域

・

・

・

（４）県南地域

（レジャー施設）春休み、ゴールデンウィーク、土日も含め、人の動きがこれまで以上に活発になり、
消費が拡大した。海水浴、潮干狩り、釣り、メロンの時期も重なり、多くの方が鹿行地区に足を運んだ
ようで、施設自体も1日過去最高の入館者、売上げを記録した。物価高で厳しい状態が続いているが、自
らの贅沢にこれまで以上に金をかける傾向がみられるため、良くなっていると判断した。

（公共職業安定所）製造業の企業から、海外経済の減速や、中国の過剰生産の影響の話も聞くが、企業
の人出不足感に変わりがないため、変わらないと判断した。

②　先行き判断：　景気の先行き判断DIは46.2となりました。前回調査より7.7ポイント低下して、横ばい
を表す50を６期ぶりに下回りました。

①　現状判断： 　景気の現状判断DIは51.1となりました。前回調査より1.1ポイント低下したものの、
横ばいを表す50を２期連続で上回りました。

・

 
・

（小売業(食品)）3か月先は生ワカサギの解禁だが、今年は稚魚が豊漁ではなかったので期待できないた
め、悪くなっていると判断する。

（不動産業）今、テナントを建築しているが、今年の後半はまた資材が値上がりしそうなため、やや悪
くなっていると判断する。

③　特徴的動き

（道の駅）今年に入ってから、観光バスツアーでの来場は少しずつ増えてきていることから、旅行やレ
ジャー関係に金を使うようになっていると思う。そのため、レジャー関係の業種は景気が良くなると思
う。もうすぐ夏休みに入るので、平日を含めたバスツアー客の来場に期待したい（土日のみだと厳し
い）。

（金融業）市内の2高炉のうち、1基が2025年3月末に休止されるとの発表を受けて、関連会社を含めると
1万人が働いていることもあり、先行きへの不安感が、市民の間でも増大している印象がある。

①　現状判断： 　景気の現状判断DIは47.4となりました。前回調査より0.9ポイント低下して、横ばいを
表す50を３期連続で下回りました。

　
・

・

・

（家電販売店）物価高から、電化製品の買換えサイクルの長期化が見られるため、やや悪くなっている
と判断する。

（学校就業関係者）円安により輸出系の企業は好調であり賃金も上がっているが、実質賃金は目減りし
ており、中小企業等の倒産も、人手不足倒産、円安倒産など増加傾向にあり、改善の見込みがないた
め、やや悪くなっていると判断する。

③　特徴的動き

・

・

（ゴルフ場）定額減税や大型テーマパークの新エリアオープン、パリオリンピック・パラリンピックな
ど我々にとって明るい話題があるのは、景気にとっても明るい材料だと思う。

（金融業）ゼロ金利政策が解除され、金利のある世界が復活したことにより、今まで以上に金利に敏感
な顧客からの問合せや預け替え相談が増えてきた。

・

 
・

（洋食レストラン）コロナ禍の落ち着きにより、ディナーは来店が増えているが、今まであったテイク
アウトが減少した。

（不動産業）県南地区については、賃貸・売買ともに需要に対する供給（空室・売物件）が不足してい
る状況に変わりはない。

②　先行き判断：　景気の先行き判断DIは49.0となりました。前回調査より5.4ポイント低下して、横ばい
を表す50を２期ぶりに下回りました。
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（５）県西地域

（６）多く寄せられたキーワード

①「物価高、値上げ」に関するコメント

②「買控え、節約」に関するコメント

・

・

③「電気代、燃料費等の補助終了」に関するコメント

・

※上記コメントは、調査期間（令和６年６月５日～６月２０日）に提出されたものである。

②　先行き判断：　景気の先行き判断DIは51.1となりました。前回調査より5.7ポイント低下したものの、
横ばいを表す50を６期連続で上回りました。

・

・

（金融業）工業団地等への企業進出により、関連企業の進出も見込まれている。物流関連の施設建設需
要も依然として高いものがあると感じるため、やや良くなっていると判断する。

（製造業(化学工業)）生成AI等の先端分野に関しては、需要好調であり上昇局面と思われるが、非先端
品(PCやスマホ含め)や車関係については、未だに力強さは出てきておらず、全体としてはあまり変わら
ないものと考える。この状況は、もう少し続くものと考える。中国関係の景気が回復してこないと、大
きな上昇局面にはならないと思われるので、回復にはもう少し時間がかかるものと考える。

①　現状判断： 　景気の現状判断DIは43.1となりました。前回調査より14.7ポイント低下して、横ばい
を表す50を３期ぶりに下回りました。

・

・

（家電販売店）購買意欲が落ちている。3か月前より成約率が低下したため、やや悪くなっていると判断
した。その原因は物価高が大きい。

（人材派遣業）例年6月頃からお中元関係の食品、包装、物流倉庫の採用が増えてくるが、今年は増員せ
ず社内調整に切り替えた企業が多い。また自動車関連の地元企業も予定通りの増産体制には入っておら
ず、関連会社の採用もいまいちな状況のため、やや悪くなっていると判断した。

58件（県北：25 県央：10 鹿行：9 県南：6 県西：8）

（コンビニエンスストア）節約生活の話題が多く、いかに安く生活するかの意識が強くなっていると感
じているため、やや悪くなっていると判断した。

（製造業(その他)）物価の上昇により、買控えや安い物へのシフト傾向が見られるため、やや悪くなっ
ていると判断する。

38件（県北：10 県央：5 鹿行：7 県南：7 県西：9）

（コンビニエンスストア）物価上昇が続く中、政府の電気ガスの補助金は終了となり、じわじわと家計
の圧迫が懸念されるため、やや悪くなっていると判断する。

（運輸業(道路貨物運送業)）燃料費の国からの支援が終わるので、トラックの台数が多い分、厳しくな
ると思う。運賃の値上げもなかなか話が進んでないため、やや悪くなっていると判断する。

・

（注）より詳しい情報については、当課ホームページを御覧ください。
　　　https://www.pref.ibaraki.jp/kikaku/tokei/fukyu/tokei/betsu/bukka/watch/index.html

③　特徴的動き

・

 
・

（コンビニエンスストア）夏のボーナスが近づいているが、ボーナスを増額できる企業と厳しい企業が
分かれてきていると感じる。

（サービス業(コンサルタント業)）飲食帰りの際に代行運転を頼むが、依頼が多いのか代行車両数が減
少しているのか、頼んでから帰路につくまで時間がかかるようになってきた。

　以下では、ウォッチャーから寄せられた回答の中で多く見られたキーワードや、前回から増加した
キーワードを含むコメントを掲載しています。

153件（県北：27 県央：32 鹿行：24 県南：34 県西：36）

・

・

（自動車販売店）物価高が大きい。全ての品目で価格が上昇し、収入と釣り合わないため、悪くなって
いると判断した。

（製造業(その他)）受注量は変わらないが、原価高により損益が悪化している。賃上げにより、所得は
増加したが値上げにより可処分所得は減少しているため、やや悪くなっていると判断した。
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